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抄 録 

目的:本研究は、電力不足及び放射能拡散が、身体活動にどのような影響を及ぼしたかを検証するため

に、その影響に差異を有する首都圏と京阪神圏の居住者間の比較を行うことを目的とした。 

方法:関東・京阪神圏の 20～79 歳の 2,400 名を対象とし、電力不足および放射能拡散の身体活動への

影響の有無(4 件法)、「歩く時間」，「階段の昇り降りや自転車に乗る機会」，「自宅や職場での身体活動」

の増減(4 件法)について Web 調査を実施した。身体活動への影響の有無と地域差をχ²検定により検討

した。 

結果:電力不足の影響では、「歩く時間」、「階段昇降や自転車乗車機会」、「自宅や職場での身体活動

時間」の 3 項目全てで、首都圏で「増えた」と回答した人の割合が高く有意な差があった。放射能拡散の

影響では、3 項目ともに両圏域で減少していたが、両圏域ともに増減率に大きな差はなかった。 

結論:電力不足という環境変化は、人々の日常身体活動を促進する可能性があるが、放射能拡散の影

響については確証的な結論は導けなかった。 
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